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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、シャント発声を行なっている患者のQOLの維持・向上に繋がる教育
プログラムを構築することを目指し、生活上の困難、セルフケアの構造を明らかにし、QOLと生活上の困難およ
びセルフケアとの関連性を明らかにすることである。
結果として、セルフケアを行なっている患者ほど、Voice Related QOLや、SF-8のQOL得点に影響していることが
示唆された。 そして、「シャント発声患者の生活上の困難」で明らかとなった結果を考慮し、各セルフケア能
力を向上する教育プログラムを作成することが、シャント発声を活用している患者のQOL向上に寄与するものと
考えられた。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to develop an educational program to 
maintain or improve the quality of life of patients using the tracheal esophageal shunt method for 
voice restoration. Additionally, the study was conducted to elucidate the difficulties experienced 
in daily life and the structure of self-care, as well as the relationships between QOL, difficulties
 experienced in daily life, and self-care.
We found that patients who exhibited a greater self-care agency had higher voice-related QOL and 
SF-8  QOL scores. Accordingly, establishing an educational program aimed at improving self-care 
agency, considering the difficulties experienced in daily life faced by patients using tracheal 
esophageal shunt, may contribute to improving the QOL of these patients.

研究分野： 臨床看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
シャント発声患者のQOLの維持・向上を目指した教育プログラムの構築は、セルフケアへの動機付け、継続を促
し、身体・精神疾患の増悪予防に関与するため医療費の削減に貢献する。
失声は離職や社会経済上の問題までを左右し、失声後のQOLに大きく影響を与えることが報告されてきた。言語
的コミュニケーションができなくなったということで、社会から切り離されてしまってはならない。シャント術
を受けて、発声を再獲得した患者さんが、再び声を用いて社会との関わりをもつことができるようになる。さら
に、今まで以上にQOLの高い生活を維持しながら生活することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 頭頸部進行癌患者では、喉頭全摘出術が行われている。喉頭全摘出後の患者は、永久気管孔

で呼吸することになり、声帯も同時に摘出してしまうために発声機能が喪失される。また失声

により、しばしば抑うつ、引きこもりなどを生じ、患者の QOL(Quality Of Life)低下に大きな

影響を及ぼす。 

 現在、気管と食道の間にボイスプロテーゼを挿入することで、発声、会話が可能となる気管-

食道シャント術を行う方法が確立され、シャント発声を行う患者が増加してきた。 

 しかしながら、これまでシャント発声患者の詳細な QOL 調査はされておらず、患者の日常生

活上の困難やそれに対する思い、シャント発声患者が社会の中でどのような経験や体験をして

いるのか、また、どのようにセルフケアを実施しているのかなど、探求した研究はされていな

い。そのため、それらの要因がシャント発声患者の QOL の低下や向上に関連があるのか示した

研究もみられない。さらに、シャント術後、さらに QOL の高い生活を送ってもらうために、ど

のような看護介入、教育的支援が必要なのか明らかになっていない現状であった。 

 

２．研究の目的 

 前述した背景より、患者の QOL の維持・向上に繋がる教育プログラムを構築することを目指

し、シャント発声患者の QOL、生活上の困難、セルフケアの構造を明らかにし、QOL と生活上の

困難およびセルフケアとの関連性を明らかにすることが本研究の目的である。 

 

３．研究の方法 

「生活上の困難」、「セルフケアの構造」を明らかにするために、シャント発声を行なっている

患者 20名に半構造化面接法を用いてデータ収集を行なった。調査内容は、「シャント発声によ

り起きている生活上の困難やその思いに関すること」「生活上の困難を克服するために自ら実

施する健康管理上の行動に関すること」「自分自身にとって健康とは何か」などを自由に語っ

ていただいた。自然主義的パラダイムに立脚する看護概念創出法を用い逐語録から意味内容を

解釈し、コード化を行い、コードの意味内容の類似性、相違性に従い、サブカテゴリー、カテ

ゴリーの形成と命名を繰り返し、上位概念を生成した。 

 
４．研究成果 

（1）「生活上の困難」 

 シャント発声患者の生活上の困難として、28 のサブカテゴリー、14のカテゴリーを抽出した。 

シャント発声患者は、自分の言葉が聞き取りづらいと感じること等に起因する“コミュニケー

ションの取りづらさ”や“自分の発声方法を知らない人と話すことは避けたい”“食事の際に

不便さを感じる”などの多様な生活上の困難感を抱えていることを明らかにし、医療者におけ

る患者理解を深めることへの寄与、看護援助のあり方を示した。  

（2）「セルフケアの構造」 

 シャント発声を活用している人が、QOL を維持するために、自ら実施する生活上の健康管理

上の対象方法として、11 のカテゴリーを抽出した。その内容は、「乾燥への注意」、「常にブラ

シを携帯していること」、「ブラッシング方法の工夫」、「痰を出すための工夫」、「入浴の際に気

管孔への水が入らない工夫」、「睡眠の際の埃が入らない工夫」、「聞き取ってもらいやすい会話

方法の工夫」等であった。  

 



 また、本研究において、セルフケアを行なっている患者ほど、Voice Related QOL や、SF-8

の QOL 得点に影響していることが示唆された。 そして、「シャント発声患者の生活上の困難」

で明らかとなった結果を考慮し、各セルフケア能力を向上する教育プログラムを作成すること

が、シャント発声を活用している患者の QOL 向上に寄与するものと考えられた。  
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